
資料３

平成２５年度 奈良県男女共同参画関係施策の概要

女性支援課事業 ＮＯ．１ＮＯ．１ＮＯ．１ＮＯ．１概 要事 業 名 趣 旨 ・ 目 的 内 容男女共同参画県民会議事業 地域、職場、学校、家庭その他あらゆる ○男女共同参画県民会議分野において男女共同参画を推進するため 構成 公募県民、民間団体、学識経験者、に設置した県民会議を核に構成団体の主体 報道機関、国関係機関、市町村代表的な取組と相互連携により、男女共同参画 等 計５７名の浸透と定着を図る。 活動 各構成団体等による主体的な取組の推進と相互連携運営 総会 部会女性に対する暴力防止対策 ＤＶ、性犯罪、セクハラ等の女性に対す ○女性に対する暴力防止フォーラム事業 る暴力の根絶をめざし、県民への意識啓発 内容 講演会や被害者支援に取り組む。 「家族の絆を考える―DV・子どもへの虐待を通して―」講師 信田さよ子さん（原宿カウンセリングセンター所長）時期 10月31日(木)13：30～（女性に対する暴力をなくす運動期間【11月12日～25日】を中心に）場所 奈良県文化会館小ホール参加者 131名男女共同参画広報啓発事業 男女が対等なパートナーとしてあらゆる ○男女共同参画啓発パンフレットの発行分野にともに参画し、責任を担う「男女共 ○男女共同参画計画進捗状況報告書の作成同参画社会」の実現をめざし、男女共同参 ○男女共同参画週間啓発事業画に関する広報や意識啓発を行う。 【男女共同参画週間イベント】時期 平成25年7月5日～7月7日場所 県女性センター内容 記念講演、トーク＆ディスカッション、人形劇、紙芝居、パネル展示等来場者 506名婦人会館運営補助事業 奈良県婦人会館を安全に維持・管理する 補助対象ために要する経費を補助する。 (公財)奈良婦人会館が行う奈良県婦人会館の運営事業に要する経費の一部女性人材情報バンク事業 県審議会等の政策決定・意思決定の場へ 登録者数 531人（平成25年3月末現在）の女性の登用及びあらゆる社会活動への女性の参画を促進するため、女性人材情報を収集し、庁内・市町村等に提供する。
○
新 DV予防啓発事業 若いうちから自ら考えることで、男女間 ○出前講座事業の暴力防止の意識の醸成を図り、意識を高 対象 県内高等学校生徒（５校：十津川高めることにより、男女共同参画の視点を持 校、登美ヶ丘高校、奈良朱雀高校、平城高った人間関係の構築につなげるとともに、 校、五條高校）及び中学校保護者（１校：田女性に対する暴力の根絶に寄与する。 原本中学校）受講者合計 1,573人 (うち高校生1,469人、中学生保護者 104人）



女性支援課事業 ＮＯ．２ＮＯ．２ＮＯ．２ＮＯ．２概 要事 業 名 趣 旨 ・ 目 的 内 容子育て女性就職支援事業 ◆子育て女性就職相談窓口運営事業 内容・相談員による就職相談就職を希望する子育て中の女性に対し、 ・求人情報、子育て関連情報等の提供仕事と家庭の両立に対する不安を解消し、 ・再就職と両立を支援するための各種就業への意欲を高めていただくため相談窓 セミナーの開催口を運営する。 ・求職者相互の意見交換会の開催・出張相談橿原市 毎月第２金曜日 10時-16時生駒市 毎月第３水曜日 9時-12時天理市 毎月第４木曜日 9時-12時場所 奈良労働会館日時 月～土 9:00～17:00◆ママさんジョブクラブ就職支援事業 ○女性のための就職準備講座就職を希望する子育て女性のニーズに応 内容 「仕事」と「お金」に関する基礎知じたセミナー・意見交換会を開催する。 識、就職活動についての講義、意見交換会等。対象 再就職をめざす子育て中の県内在住女性時期 平成25年10月11日,18日,25日場所 かしはらナビプラザ受講者数 13名○女性のためのプチ起業応援講座内容 プチ起業を行う際に必要な基礎知識アイデアをプランにする方法、意見交換会等。時期 平成26年2月26日,3月4日,11日場所 県女性センター◆女性の能力活用事業 ○女性のための語学力活用セミナー語学力を活かして就職や起業をめざす女 内容 語学力を活かした就労に向けたプラ性を支援するためセミナーを開催し、就労 ンニング、語学レベルチェック、翻に必要な知識や能力を高めるとともに、ネ 訳・通訳者などとの意見交換会等。ットワークづくりの機会を提供する。 対象 語学力を活かして就労をめざす県内在住女性時期 平成25年10月19日,11月2日場所 県女性センター受講者数 37名キャリアアップセミナー事 女性職員のキャリアアップを図ることで ○奈良県キャリアアップセミナー業 就業意欲・能力を高め、リーダーを育成す 内容 ｢キャリアデザイン｣｢リーダーシッることを目的として、県内事業所の社員、 プ｣等をテーマとした講義・グルー県・市町村の女性職員を対象としたセミナ プワーク・演習等ーを実施する。 時期 平成25年10月16日,24日,29日場所 県自治研修所受講者数 41名○奈良県フォローアップセミナー内容 「キャリアビジョンの振り返り」「リーダーシップ」のテーマによる講義・グループワーク等時期 平成25年10月9日場所 県自治研修所受講者数 27名



女性支援課事業 ＮＯ．３ＮＯ．３ＮＯ．３ＮＯ．３概 要事 業 名 趣 旨 ・ 目 的 内 容ワーク・ライフ・バランス 女性が働きやすい職場環境づくりのた ○ワーク・ライフ・バランス推進マニュアル推進事業 め、事業所・経済団体・労働者団体等と連 マニュアルの配布携してワーク・ライフ・バランスを推進す ○ワーク・ライフ・バランス推進セミナー・る。 相談会の開催内容 管理職・人事担当者向けにワーク・ライフ・バランス実践のためのセミナー・相談会を開催時期 平成26年2月5日場所 奈良県文化会館集会室受講者数 36名



女性センター事業 ＮＯ．１ＮＯ．１ＮＯ．１ＮＯ．１概 要事 業 名 趣 旨 ・ 目 的 内 容男女共同参画推進のための人材活用事業男女共同参画 個々の生き方や社会の問題を ○時期 6/7、6/14、6/21、7/6いきいきサポーター 男女共同参画の視点で考え、地 7/12、7/19、7/26（7回）講座 域における男女共同参画を啓発 ○対象 男女 30名（各日）・推進する役割を担うサポータ ○内容 講義とワークショップーを養成する。 ○講師 伊田広行、吉田清彦人 三山雅子、中里英樹川喜田好恵、いきサポ座○場所 女性センター材 女性の活躍支援講座 地域で身近な問題解決に取り ○日程 9/28、10/5、10/12、12/7組んだり、起業等自身のチャレ (4回)養 ンジのための知識や方法を学べ ○対象 女性 30名（各日）る講座を開催する。 ○内容 講義とワークショップ○講師 谷水美香、窪田容子成 福一由起、桑田道子○場所 女性センター男性にとっての男女 男性が抱える問題に気づき理 ○時期 2/22（１回）共同参画を考える講 解するための講座を開催する。 ○対象 男女 30名座 ○内容 講義とワークショップ○講師 吉岡俊介○場所 女性センター男女共同参画出前講 人材養成講座修了生により、 Ⅰ．連携講座座 身近な男女共同参画をテーマに ○日程 11/28、11/30人 各地域で講座を開催する。 ○対象 男女○内容 講義と啓発劇○講師 いきサポ座、伊田広行材 ○場所 広陵町、三郷町Ⅱ．出前講座活 ○日程 4/19、6/6、6/28、7/199/6、11/29、12/11、12/131/19用 ○対象 男女○内容 啓発劇とワークショップ○講師 いきサポ座○場所 県内市町村等Ｄ ドメスティック・バ ドメスティック・バイオレン ○日程 11/7、11/14（2回）Ｖ イオレンス被害者支 スについて学び、社会全体で被 ○対象 男女 40名（各日）支 援を考える講座 害者を支援していく方法につい ○内容 講義とワークショップ援 て男女ともに考える。 ○講師 宮本博文、宮本由起代○場所 女性センター



女性センター事業 ＮＯ．２ＮＯ．２ＮＯ．２ＮＯ．２概 要事 業 名 趣 旨 ・ 目 的 内 容市町村男女共同参画 市町村の担当者が男女共同参 ○時期 5/30（1回）市 担当者研修会 画や人権に敏感な視点を学習・ ○対象 市町村男女共同参画、生涯町 検証し、事業を進める上で必要 学習、人権問題担当者村 な基本的知識を得る。 ○内容 講義とグループワーク支 ○講師 県女性支援課、桜井市人権援 施策課○場所 女性センター女性のチャレンジ応援事業チャレンジワークショッ 元気に活動する女性との交流 ○時期 3/6～3/8プ・チャレンジモデルの の場を提供したり、ホームペー ○対象 女性 25名（各日）活動紹介 ジで様々な活動情報を提供する ○内容 セミナー、ワークショップことにより、社会への参加を支 ○講師 井上京子、吉田章子援する。 笹岡美喜子女性センター働く女性支援アドバイザー○場所 女性センター○ＨＰでの情報提供は通年働く女性の支援・対策事業女性のための再就職支援 長期の就業中断により、再就 ○日程 1/25、2/1講座 職を躊躇している女性の再就職 ○定員 25名への意欲を高め、就職活動につ ○内容 講義とワークショップなげていく講座を開催する。 ○講師 吉田真知子○場所 女性センター働く女性のための情報・ 女性が働くことに関して必要 ○電話相談、面接相談（予約制）相談 な情報を提供し、様々な相談に 火～木・土 9:30～17:00対応する。 ○ﾐﾆｾﾐﾅｰ開催、HPによる情報提供働く女性のための支援 女性が働き続けるために、問 ○働く女性応援講座Ⅰ（定員25名）講座 題解決やキャリアアップにつな 日程 6/15、6/22がる講座を開催する。 講師 高見陽子、野村宏子内容 講義と実技○働く女性応援講座Ⅱ（定員30名）日程 8/31講師 小林清美日程 9/7講師 上田恵子内容 講義とワークショップ○働く女性応援講座Ⅲ（定員30名）日程 11/9､11/16､11/30講師 舟橋正枝内容 講義とワークショップ○場所 いずれも女性センター



女性センター事業 ＮＯ．３ＮＯ．３ＮＯ．３ＮＯ．３情報・相談事業女性相談 女性の様々な問題や悩みに関 ○電話相談、面接相談（予約制）する電話や面談による相談。 火～金 9:30～18:00土 9:30～20:00日・祝 9:30～17:00○弁護士相談（予約制）週３日男性相談 生き方や子育て、家族、夫婦 ○電話相談関係、職場や地域での人間関係 第3金曜日(面接･電話、予約制)等、男性が抱える悩みについて 17:00～20:00の面接・電話による相談。 毎週土曜日（電話）13:30～16:30女性相談機関交流会 県内の女性相談機関の連携強 ○日程 1/28化を目的に情報交換を行う。 ○内容 参加団体間の情報交換○場所 女性センター女性相談機関研修会 相談員を対象に女性の視点に ○時期 1/28、2/14立った相談が行えるよう資質向 ○対象 県内の女性相談機関の相談上を図る。 員及び職員○内容 講義○講師 植松直道、岩坂英巳○場所 女性センター情報提供 男女共同参画関連情報の提 ○情報資料コーナー供、主催事業等の情報発信。 図書の貸出、行政資料の閲覧○ＨＰによる情報提供女性団体活動支援事業女性団体活動支援 女性団体・女性グループ等を ○オープンスペース等の提供、ロッ支援するために、活動支援コー カー、パソコン、コピー機等の設ナーを設置する。 置、団体等の情報提供支援グループ登録 地域活動グループを登録し、 ○グループ活動の紹介県民、市町村に情報提供する。 ○登録グループへの情報提供


